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１．南部地区小中学校の児童生徒数
（令和５年５月１日現在）

◆四賀小学校 ３０８名（１５クラス）

１年生 ５８名 ２年生 ４３名 ３年生 ５１名

４年生 ４１名 ５年生 ５２名 ６年生 ６３名

◆中洲小学校 ６１２名（２５クラス）

１年生 ９７名 ２年生 ９３名 ３年生１０４名

４年生 ９０名 ５年生１０９名 ６年生１１９名

◆諏訪南中学校 ４５３名（１９クラス）

１年生１５２名 ２年生１５１名 ３年生１５０名

２

合計 １，３７３名
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※転入・転出等社会的要因は加味していない。
各年５月１日現在の
実績数

住民基本台帳上の令和
４年４月１日までに出生
した子の数で推計

333 327 322 312 308 290 285 294 286 296 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

652 640 627 617 612 598 577 563 545 543 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

420 435 441 440 453 475 487 467 460 436 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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２．南部地区小中学校施設情報

◆四賀小学校

昭和４３年建築 建築年数：５５年

施設概要：校舎、体育館、プール 等

敷地面積 １６，５６７．００㎡

４

◆中洲小学校

昭和４８年建築 建築年数：５０年

施設概要：校舎、体育館、プール 等

敷地面積 １８，５３２．００㎡

◆諏訪南中学校

昭和６０年建築 建築年数：３８年

施設概要：校舎、体育館、武道場、プール 等

敷地面積 ２３，９３６．００㎡



３．老朽化した施設の方向性の検討

老朽化した施設の方向性について、それぞれの学校の建築年や立地条件等により大規

模改修の必要性や現地建替えの可能性について検討。

５

項目　　　 学校 四賀小学校 中洲小学校 諏訪南中学校

建築年 S43年築 S48年築 S60年築

ハザードマップ
土砂災害警戒区域（急傾斜）

※土砂災害特別警戒区域
浸水想定区域 浸水想定区域

大規模改修 喫緊に必要 近い将来必要 今後段階的に必要

現地建替え 防災上困難 可能 可能
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３校の中では建築年数が長い四賀小学校校舎は特に老朽化が進み、喫緊に

大規模改修が必要。（中洲小学校も近い将来必要）

敷地の条件により、四賀小学校校舎及び敷地を活用していくことは難しい。

南部地区に適切な学校用地を新たに確保することは難しい。

よって、諏訪南中学校及び中洲小学校敷地を活用した施設再編について検討。



４．再編に向けた考え方

７

四賀小学校、中洲小学校、諏訪南中学校を含む南部地区３校を中心

的な対象として、現在の諏訪南中学校の敷地を活用し、施設一体型

小中一貫校として再編・整備す

ることを目指す。 



５．現在の諏訪南中学校の敷地を
活用して再編整備していくうえでの課題

◆通学区の考え方

◆通学距離に対しての考え方

◆四賀小・中洲小跡地の利活用

◆南中の周辺の整備（周辺道路、通学路、歩道橋等）

用地買収の必要性 など

９
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６．今後の進め方

南部地区小中一貫校建設基本構想　
※学校規模、学習環境整備、地域連携、

　学校連携　等

南部地区小中一貫校基本設計　
※学校の構造、教室の配置、

　各階基本レイアウト、概算工事費　等

南部地区小中一貫校実施設計　 ※詳細な図面作成、工事費の積算　等

南部地区小中一貫校建設工事　 ※諏訪南中学校解体工事

南部地区小中一貫校開校　　　


